
日本にがける地震活動中Jtt，の移動型式について

本間 E 作*・長 橋稲次郎ネ

~ 1. はしがき

我々は先に日本に告げる地震活動中心の長期移動を調査し1むその中心が 280年及び 132年の週

期を以て日本列島にそうで振動している事実を見出した。 との時は極く大規模な地震だけ資料に用

いたから， もっと短い期間に関する移動法則を知ることが出来なかったから，此度は椅顕著以上の
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Fig. 1. Angular Qoordinate to 
specify Epicentres. 

* 地震観測所

総ての浅発地震を対照とじて比較的短期間にむける地

震活動の中心の移動を調べた。

~ 2. 資料の整理

1926年一 1943年の問に起った粉、顕著地震の震央位

置を矛1図に示すよう友日本列島にそうで測った角座

標。で分類lし， 各 2年聞に Oの各 5。毎の地域に起っ

た地震回数を調べ，芳2図のような等回数線を画い

た2)。この線をヲlくのには， 相接した点の問を出来る

だけていねいに按分比例して画いたから，誰が線を引

いても同じ方法を使えば、矛2図と余り変ったものには

えにり得泣い。

1927年頃 Oニ ー100'""'-200
にある頻度の山は北丹

後地震の影響，1931年頃 Oニゲ___-100 にある山は北

伊豆地震，1933及び、 1935年頃の極めて著しい山は三

陸地震及び繭島県沖の地震， 194:3年頃 0=00___100
の

山は鹿島灘 1943年，......194.7年まで 0=-100___-250 に

ある引続いた山は鳥取地震，東南海地震の影響及び、南

海道地震の影響の一部を現わす。 1944年頃 0=200
，""，

300
の{まい山は八戸沖方面jの地震の影響である。これ

らの問を縫って頻度の極めて少い谷が存在して活動群

を3フに分割しているように見える o 殊に初期にむい

(1) 本間正作，長橋稲次郎:日本における烈震分布ひ長週期移動句気象集誌、E斡28谷3号く1950)100-103

(2) これに似た図は鷲坂氏が嘗て作られた。鷲坂治信:日本の地震活動について，'C未印刷)1943年 10月

地震学会芳 2回研究発表会にて発表。
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しかし最も南の系は活動が一般に劣勢で、あり，余り明瞭で、なくな

る場合が多いので他の 2系を活動力の主流として調べるととにする D

てとの分割が可成り明瞭で、ある D

2つの活動中心の主流の関係S 3. 

15 
今試みに7fr2図を D=一一一(tーのこ1.7(t-c)

8.7 

1間隔毎に変化させる〉で裁断して切口の上の地震頻度分布図を作ると芳3図のようになる D

線は11寺間 tについてはー約1.2年毎に裁つである o ラナ3図中の直線は犬体頻度の山を通って引いてあ

るが，いつでも 2本の平行線になんその間隔が常に殆ど一定してゐり，。にして約24.70

に当る D

とれらの直線は裁線の 5本日位毎に位置，あるいは方向を不連続的に変える O つまり G年間位は時

間 tと共に Oが一様に変化しているがそれから念に活動の中心位置あるいはその日寺i習に対する移動

卒を念に変える。この不連続的変化は南側の系の方が北側の系より時li目的に 2.87年つまり 2年10ヶ

月位先行して現われる口以上の事実がこの図から認められる口

と云う直線群(σ をパラメ{ターとして等

との裁

もちろん個々の頻度の山を詳細に見れば、上のよう友 2系の直線片でつらねるととが必宇し:も十分

とのように主流の直線片をヲlく事によれ事実と余りかけ離れた結果を生ぜ

その上一見複雑に見える矛2図を可成り簡単な法見!Jで、統一出来るとと自身が吾々の方法の安当
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正当とは云えないが，

宇，



日本における地震活動中心の移動型式について一一本間・長橋

Fig. 3. Frequency Dis七，ributionon the Segments {} = 1. 7 (t-c) 

性を支持するものと思う D

S4.結 論

我困の稿、顕著地震以上の規模を持てコ地震の回数から見た，地震活動の中心には少く共2つの主流

がある口その位置を日本列島にそうで測った角座標。であらわすと，いデ、れの系も約6年位の期間

を単位として，時間 tに対し略々一様に Oが移動し，且ヲ相対応した期間には 2つの主流の Oの時

間的変化は界々等しい。 6年間位一様にOが変化してから，突然不連続的にOあるいは d8jdtが変

るD この不連続変化はいつでも南側の系の方が約2年10ク月早く起る D 南系の中心位置とその時か

ら約2年10ヶ月後の北系の中心位置の差はいつで、も Oにして約24.70である O 一般の地震活動はこ

の中心を囲んで起る D

乙の規則が将来も犠iくとすれば南系の中心の動向を見て北系の中心の動向をある程度予察し得る

ことに怠る。 (1950.April. 24) 

温補 この調査期後1948年 6月に稲井地方に烈震， 1949年12月に日光今市地方に強震が発生した

がそのために， ここで云う意味の活動中心が如何様に移動したかを調べる段階には達してい友い。

しかし今市地震 (8=5 0 ---'10 0 ) は北系の中心線の略々延長上 (θ~90)にあるから本女の主張と抵

触し友い。福井地震 (8~-50) は南系の未端 (8 ~-180) と北系の未端の中間にあれいす=れの

，系に属するかまだ確定しない。 との地震の余震反どのため， との地方に特に柏、顕著地震が増加して

いるとしてこれを南系に属するとすれば， この系は;;'1-'"3図で一様な変化の終点に遣しているから，
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中心位置がこの辺りに念に変位したのかも知れない。然りとすると 1951年上宇期頃から北系の中

心も北に移動して金華山沖方面を中心として地震活動が盛にえにることが期待される口 しかるに近頃

鹿島灘から金華山沖にかけて可成り地震が頻発している o しかし詳しい事はあと数年経たねと確定

出来ない。

i との原稿は一旦提出後事故のため書き改めたが，主として資料の整理に当った筆者'の一人(長橋)

が転職したため十分には複製出来なかった。複製に当り製図を煩わした当観測所関彰技官にゐ訴し申

上げる。

(1951. \~唖. 17) 
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